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練習をとりあえず保留とし，
先ずは抜き側の横手に降りる
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」（6-p.230）を前景に立てるこ
とであり，「目当て形態道しるべ」は「方向
形態道しるべ」をたよりにトレーニングの道
のりを進んでいく過程で，その道筋に体系化
される途中の確認標識の意味を持つ動感形態
を意味する。金子は「その方向標識をもった
道を漫然と歩くだけでは，学習者が動感形態
の発生に成功することができません。そこに
はその時どきに気球努力を注ぐ目当て志向形
態が呈示されていなければなりません」（6-p.231）
とし，動感形態の習得を目指しトレーニング
活動を行う場合，進むべき方向（「方向形態
道しるべ」）と，要所，要所に目当てとなる
確認標識（「目当て形態道しるべ」）が必要で
あることを言い表している。本研究報告では
“「抜き手」による「抜き」動作そのものの動
感素材を身につけること”というトレーニン
グ実践の共通認識がＡにとっての歩むべき方
向標識となり，１）〜４）までのトレーニン
グ課題が目標の方向標識に向かって進む道の
りの要所，要所に置かれた目当てとなる確認
標識としての役割を果たしたのである。言い
換えれば，はじめに掲げた方向へ向かって，
Ａが１），２），３），４）のそれぞれの要所
をたどることにより，最終的に“「抜き手」
による「抜き」動作そのものの動感素材を身
につけること”という目標を達成することが
できたのである。
Ⅲ．おわりに
　本研究では，〈両足旋回〉未習熟者Ａに観
察された動感形態から，〈両足旋回〉に欠落
していると考えられる動感素材を習得するた
めにいくつかのトレーニング実践を行い，ト
レーニング後の〈両足旋回〉と，トレーニン
グ実践で呈示した課題の意味構造を発生運動
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学的見地から考察した。本研究で扱ったトレ
ーニング実践前のＡは「抜き手」による抜き
動作そのものの動感素材が欠落していると考
えられた。その後，トレーニング実践を通し，
Ａは「抜き手」の動感素材を身につけ，実践
前と比較し〈両足旋回〉の動感形態は大きく
変化した。また，筆者はトレーニング実践中，
異なる情況に置き換えて両手の移し替えの構
造を捉え直し，Ａに呈示することで４）の課
題の動感発生を促すことができた。このよう
に実施する運動者に動感指導をする場合，異
なる情況に置き換えて動感意識を呈示するこ
との必要性も本研究の実践例により示唆する
ことができた。また，本研究では，筆者がＡ
に呈示した“「抜き手」による「抜き」動作
そのものの動感素材を身につけること”とい
うトレーニング実践の共通認識が「方向形態
道しるべ」として，１）〜４）までのトレー
ニング課題が「目当て形態道しるべ」として
機能した。
　本研究では，一対象者に対しての実践トレ
ーニングの紹介とその発生運動学的考察に留
まっており，一般に広く通用する指導内容に
なるかどうかは今後の研究課題である。しか
し，実際の〈両足旋回〉トレーニング初期に
おいて，本研究対象者Ａのような徴表を示す
学習者は決して少なくないと考えられる。そ
のような事例で苦しむ学習者や指導者にとっ
て，本研究報告で示した内容が少なからず活
用されることを願うばかりである。
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